
広 報

◎

「成
人
の
日
」

六
十
人
が
仲
間
入
り

市
浦
村
で
は
、
十
五
日
の

「
成
　
　
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
こ
の

人
の
日
」
、
六
十
人
が
大
人
の
仲
間
　
　
日
の
参
加
者
は
四
十
人
に
と
ど
ま

入
り
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。
華
美
を
避
け
よ
う
と

成
人
式
は
、　
一
月
十
五
日
基
幹
　
　
い
う
運
動
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
な

か
で
、
女
性
の
新
成
人
は
相
変
わ

ら
ず
晴
れ
着
姿
が
目
立
ち
、
会
場

は
華
や
い
だ
ふ
ん
囲
気
。

式
に
は
、
白
川
治
三
郎
村
長
、

佐
藤
慶
治
選
管
委
員
長
ら
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
、

「
八
十
年
代
は

″
混
迷
″
の
時
代

″
激
動
″
の
時

代
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
青
年
ら

し
い
意
識
と
行
動
に
責
任
を
持
ち

地
域
発
展
の
た
め
、
若

い
パ
ワ
ー

を
出
し
き

っ
て
ほ
し
い
。」
と
激
励

こ
の
あ
と
、
斎
藤
敏
勝
教
育
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
新
成
人

を
代
表
し
て
俵
谷
万
里
子
さ
ん
が

「
こ
れ
か
ら
は
、
大
入
と
し
て
の

決
意
を
新
た
に
行
動
し
ま
す
。」
と

謝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。
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広報しうら ②

信
頼
を
全
身
に
う
け
て

―
新
し
い
村
議
会
議
員
き
ま
る
―

一
月
十
三
日
を
投
票
日
と
し
た
村
議
会
議
員
選
挙
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
十
二
人
が
当
選
し
た

の
を
は
じ
め
、
元
二
人
、
新
人
一
人
の
十
六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
議
員
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
近
か
な
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
関
心
も
高
く
、
投
票
率
は
九
八

・
五
九
％
と
前
回
を
〇

・
九

一
％
上
回

編
集
室
で
は
さ
っ
そ
く
、
新
議
員
の
紹
介
を
か
ね
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
ま
し
た
。

木
村

清
左
衛
門

太
田
　
５７
歳

製
材
業

・
当
選
６
回

①
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
政
治
を
進
め
る
。
常
に
前
向
き
の
姿
勢
で
村

の
建
設
に
あ
た
り
、
村
民
の
意
思
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
。
②
▼
未
利

用
地
の
利
用
に
よ
る
多
角
的
農
業
経
営
の
推
進
▼
林
業
振
興
策
と
し
て

針
葉
樹
の
植
林
を
進
め
る
▼
蓄
積
の
多
い
ブ
ナ
材
を
利
用
▼
漁
港
整
備

と
併
せ
漁
船
の
保
有
増
加
を
図
る
▼
大
型
魚
礁
の
投
入
▼
養
殖
を
含
め

た
内
水
面
漁
業
の
振
興
０
ラ
民
謡
鑑
賞
、
山
歩
き

小
　
倉
　
十
二
男

十
三
　
４８
歳

海
産
物
商

。
当
選
２
回

①
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
明
る
く
、
正
し
い
政
治
を
進
め
る
。
常
に
前

向
き
の
姿
勢
で
村
の
建
設
に
あ
た
り
、
村
民
の
意
思
を
村
政
に
反
映
さ

せ
る
。
②
▼
十
三
湖
を
公
害
か
ら
守
る
。
▼
前
潟
の
養
殖
事
業
を
促
進

す
る
。
▼
漁
港
建
設
と
避
難
港
誘
致
に
尽
力
し
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を

は
か
り
、
大
市
浦
建
設
に
ま
い
進
す
る
。
▼
村
の
行

・
財
政
の
総
合
的
、

合
理
的
運
営
と
健
全
化
を
は
か
る
。
③
任
事
。

工

藤

武

則

十
三
　
３５
歳

会
社
役
員

。
当
選
２
回

（０

ロ
マ
ン
を
追

い
求

め
る
村
政
か
ら
、
厳

ぃ

い
現
実
を
直
視

し
近
隣

町
村

と
の
協
調
を
は
か
り
、
持
色
あ

る
津
軽
半
島
経
済

の
確
立
を
図
り

た

い
ｄ

そ

の
た
め

に
、
村
政

の
大
き
な
方
向
転
換
が

必
要

で
あ
り
、
そ

の
努
力
を

し
ま
す
。
②

西
海
岸

の
要
所

と
し
て
十
三
湖

に
避
難
港
を
実

現
。

▼
十

三
湖
を
中

心
と
し
た
観
光
開
発

の
促
進
。

▼
十
三
前
潟

の
漁

業
養
殖
基
地

の
実
現
。

▼
十
三
湖
の
水
質
浄
化

の
強
化
。
③
一読
書
。

木

村

義

光

十
三
　
５０
歳

商

業

。
当
選
５
回

Э
民
主
政
治
の
基
本
に
立
っ
て
、
村
民
と
の
対
話
を
深
め
、
村
民
本

位
の
村
政
を
進
め
る
。
②
▼
十
三
湖
、
前
潟
を
抜
本
的
な
構
造
改
善
を

は
か
り
、　
一
大
養
殖
基
地
と
す
る
。
▼
沿
岸
漁
業
の
振
興
。
▼
水
産
物

の
共
同
加
工
、
高
次
加
工
の
促
進
。
▼
避
難
港
を
誘
致
し
、
流
通
機
能

を
図
る
。
▼
農
業
生
産
所
得
の
増
大
を
図
る
た
め
、
生
産
か
ら
流
通
ま
で

の
組
織
体
制
の
確
立
。▼
生
産
基
盤
の
整
備
と
後
継
者
の
育
成
。③
盆
栽
。

久

相
内
　
５２
歳

農
　
業

・
当
選
２
‐口‐

Ｄ
向
ら
姿
勢
を
正
し
、
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
明
る
く

―ｌｉ
し
い
政
治
に

つ
と
め
、
村
民
の
声
を
付
政
に
反
映
さ
せ
る
ｃ
Ｄ
付
民
が
生
き
る
た
め

の
産
業
を
基
本
と
し
て
進
め
、
企
業
誘
致
を
含
め
た
総
合
的
事
業
の
促

進
。
▼
教
育
文
化
施
設
の
充
実
。
生
活
環
境
の
整
備
拡
充
。
村
民
体
育

館
の
建
設
。
農
用
地
を
水
書
か
ら
守
る
た
め
河
川
改
修
ぅ
付
民
福
祉
の

向
上
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
運
動
を
展
開
す
る
。
Ｄ

‐
…売
吉
Ｄ

秋
田
谷
　
　
　
納

相
内
　
５９
歳

運
送
業

・
当
選
３
回

Ｄ
明
る
く
住
み
よ
い
、
豊
か
な
村
づ
く
り
を
前
提
と
し
て
、
村
民
と

の
対

‐
―舌
の
中
か
ら
お
互

い
の
理
解
を
深
め
、
意
見
を
村
政
に
反
映
さ
せ

て
い
く
。
②
付
民
生
活
の
安
定
は
、
生
産
基
盤
を
整
備
し
、
村
民
所
得

の
増
人
を
図
る
こ
と
。
▼
固
有
林
野
を
活
用
し
畜
産
振
興
を
は
か
る
。

▼
教
育
文
化
施
設
の
整
備
拡
充
。
▼
産
業
と
結
び

つ
け
た
観
光
開
発
を

進
め
る
。

▼
社
会
福
祉
の
充
実
。
Ｄ
囲
碁
。
ド
ラ
イ
プ
。

柏

谷

秀

一

相
内
　
６７
歳

農
　
業

・
当
選
６
回

Ｄ
政
治
の
折
り
目
を
正
し
、
村
政
は
、
村
民
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

原
点
に
返
す
よ
う
に
、
真
剣
に
追
究
し
、
勉
強
し
続
け
ま
す
ぃ

Ｄ
第

一
次
産
業
で
あ
る
農
業

（畜
産
を
含
む
一
漁
業
の
振
興
、
充
実
、

安
定
化
を
図
り
ま
す
。
▼
林
野
行
政
も
研
究
し
、
し

っ
と
村
民
に
近
づ

け
た
い
。
Ｄ
一読
書
、　
す
」
の
頃
は
津
川
、
太
宰
の
１，
の
が
好
き
で
受
読

し
て
い
る
）
ス
ホ
ー
ツ
鑑
賞
‐

Ｉ
Ｒ
ぶ

―

|■|ふ二人あ■ジヶ二|ふ尋轟
①村政に持する基本島な心が
まえをおきかせください。

②任期中にぜひやりたいこと
を2、 3列 記してください。

③麹味はなんでしょうか。



③ 広報しうら

福

井

俊

美

十
三
　
４８
歳

漁
　
業

。
当
選
４
回

①
村
民
の
声
を
あ
り
の
ま
ま
村
政
に
訴
え
て
、
村
発
展
に
努
力
し
た

い
。
真
の
村
民
参
加
の
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
の
望

む
住
み
よ
い
明
る
く
豊
か
な
村
づ
く
り
が
出
来
る
。
そ
の
た
め
に
一
生

け
ん
め
い
頑
張
り
ま
す
。
②
避
難
港
の
誘
致
、
▼
十
三
中
街
道
の
ほ
か

村
道
の
整
備
。
▼
漁
港
の
整
備
と
前
潟
を
利
用
し
て
漁
民
の
所
得
を
図

る
。
▼
中
央
公
民
館
の
早
期
建
設
を
図
る
。
③
読
書
。
釣
り
。

笹
　
山
　
七
二
郎

脇
元
　
７０
歳

木
材
業

。
当
選
４
回

①
村
勢
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
派
間
の
解
消
に
努
め
、
な
に
ご
と

も
前
向
き
の
姿
勢
で
村
政
に
あ
た
り
、
平
和
で
明
る
い
村
づ
く
り
に
努

力
し
ま
す
。
②
第

一
次
産
業

（農
林
漁
業
）
の
振
興
発
展
と
関
連
さ
せ
、

観
光
開
発
を
積
極
的
に
進
め
、
住
民
所
得
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。
▼

固
有
林
野
を
活
用
し
、
畜
産
振
興
を
は
か
り
ま
す
。
▼
沿
岸
漁
業
の
振

興
を
は
か
る
た
め
漁
港
の
整
備
。
③
山
歩
き
。

青

山

又

一

太
田
　
５７
歳

農

業

。
当
選
２
回

①
意
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
社
会
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
農
林
漁
業

と
産
業
発
展
に
努
力
し
、
教
育
振
興
に
も
信
念
を
も
っ
て
あ
た
り
ま
す
。

②
転
作
等
難
問
を
か
か
え
て
い
る
農
業
問
題
解
決
に
努
力
す
る
。

▼
農
家
の
生
活
安
定
を
図
る
た
め
長
期
低
利
の
融
資
あ
っ
せ
ん
に
努
力
。

▼
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
人
化
を
早
期
実
現
さ
せ
る
た
め
努
力
し
ま

す
ｏ
③
読
書
、
囲
碁

成

田

義

衛

脇
元
　
５６
歳

農
　
業

。
当
選
３
回

①
津
軽
選
挙
の
村
、
派
閥
の
村
を
解
消
し
、
明
る
い
協
調
の
村

へ
。

国
、
県
事
業

へ
の
依
存
の
振
興
策
と
限
ら
れ
た
財
政
力
の
中
に
あ

っ
て

抜
本
的
、
効
率
的
な
村
政
の
運
用
が
課
題
。
②

▼
老
人
憩

い
の
家
建
設
。

▼
津
軽
北
部
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
開
発
。

▼
幼
稚
旧
の
設
置
。
▼
磯

松
川
河
口
改
修
。
▼
養
殖
事
業
推
進
に
よ
る
沿
岸
漁
業
の
振
興
。
▼
生
産

基
盤
の
拡
大
充
実
に
よ
る
村
民
所
得
の
向
上
。
③
読
書
。
釣
り
。

浜

田

春

士

十
三
　
５０
歳

製
材
業

。
当
選
１
回

①
議
員
と
し
て
の
政
治
姿
勢
を
正
し
、
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
村
政
を

き
ず
く
た
め
、
日
常
活
動
を
通
じ
お
互

い
の
理
解
と
協
力
を
求
め
な
が

ら
、
新
し
い
時
代
に
適
合
し
た
活
力
の
あ
る
付
づ
く
り
を
推
進

・の
予

豊
か
で
明
る
い
健
康
な
村
づ
く
り
の
た
め
社
教
施
設
の
充
実
を
図
る
。

▼
漁
業
の
振
興
。
十
三
地
区
前
潟
の
高
度
利
用
。
▼
村
財
政
の
長
期
的

展
望
に
立

っ
て
森
林
整
備
事
業
の
策
定
を
図
る
。
Э

レ
コ
ー
ド
鑑
賞
。

工
　
藤

誠

一
郎

脇
元
　
５０
歳

漁
　
業

。
当
選
４
回

①
派
閥
優
先
の
政
治
を
解
消
し
、
対
話
か
ら
政
策
へ
、
政
策
か
ら
実

行
へ
。
政
治

⌒行
政
）
は
基
本
に
忠
実
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
慨
し

て
臼
く
、
民
主
政
治
の
追
求
。
Ｄ
▼
農
林
漁
業
畜
産
業
、　
一
次
産
業
の

組
織
を
強
化
さ
せ
、
再
開
発
の
た
め
、
足
元
か
ら
の
見
直
し
を
す
る
。

▼
権
力
と
利
害
と
派
間
に
よ
っ
て
チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
の
行
政
に
、
機
能

回
復
を
は
か
る
。
Э
一将
棋
。
読
書
。

村
　
一九
　
則
　
美

磯
松
　
５‐
歳

農
　
業

・
当
選
２
回

①
村
民
に
公
平
に
奉
佳
す
る
行
政
の
確
立
。
権
利
と
利
害
と
派
間
に

混
乱
し
て
い
る
村
行
政
の
機
能
回
復
が
先
決
。

権
威
あ
る
議
会
機
能
の
確
立
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

②

▼
磯
松
川
河
川
の
整
備
促
進
を
は
か
り
ま
す
。
▼
畜
産
農
家
の
育

成
。
▼
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

③
釣
り
、
ト
ラ

ン
プ

島

津

典

明

相
内
　
３７
歳

会
社
役
員

。
当
選
２
回

①
村
発
展
の
基
本
的
な
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
付
民
個
々
が
健
康
で
豊

か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
付
民
優
先
の
政
治
姿
勢
を
つ
ら
ぬ
く
。

与
野
党
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
善
悪
に
け
じ
め
を
つ
け
た
村
政
推
進
の
た

め
、
行
動
と
実
行
力
を
持
っ
て
あ
た
り
ま
す
。
②
▼
相
内
、
卜
．二
、
磯

松
の
パ
イ
パ
ス
路
線
を
積
極
的
に
働
き
か
け
、
早
期
完
成
に
努
力
す
る
。

▼
相
内
小
学
校
の
環
境
及
び
グ
ラ
ノ
ド
整
備
。
Э
ス
ポ
ー
ツ

奈

良

正

勝

太
田
　
４７
歳

農

業

・
当
選
２
回

（υ
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
、
活
力
の
あ
る
自
由
社
会
を
目
指
す
政
治

を
行
い
た
い
。
生
活
基
盤
の
整
備
を
基
本
的
な
柱
と
し
て
推
進
す
る
。

②
晨
業
生
産
所
得
の
増
大
を
は
か
り
ま
す
。
▼
公
共
育
成
牧
場
の
完

成
と
十
三
湖
に
避
難
港
を
療
ね
た
商
業
港
を
誘
致
さ
せ
た
い
。

▼
河
川
を
改
修
し
、
農
地
を
水
害
か
ら
守
る
。
▼
農
道
の
整
備
。
▼
老

人
に
い
こ
い
の
場
を
与
え
る
。
Э
ス
ポ
ー
ツ
観
賞
。



広報しうら ④

―

〓
Ｂ
一―

十
三
―
相
内
間
結
ぶ

待
望
の
バ
ス
路
線
が
開
通

日

地
区
住
民
の
永
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
十
三
―
相
内
間
の
パ
ス
路
線
が
開
通
し
、　
一

月
十
日

一
番
バ
ス
が
走
り
ま
し
た
。
同
地
区
間
の
交
通
手
段
は
、
こ
れ
ま
で
タ
ク

シ
ー
や
自
家
用
車
に
頼

っ
て
い
た
だ
け
に
、
地
区
住
民
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

昨
年
十
月
十
三
日
、
十
三
湖
大
　
　
線
を
開
通
、　
一
日
三
住
復
の
運
行
　
　
浦
中
生
徒
ら
多
数
が
十
三
車
庫
停

橋
の
開
通
を
契
機
に
、
バ
ス
路
線
　
　
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
留
所
に
出
そ
ろ
い
、
五
所
川
原
発

開
通
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
り
、
　
　
　
村
で
は
、
パ
ス
路
線
開
通
を
記
　
　
相
内
行
き
の
弘
南
バ
ス
の
到
着
を

弘
南
バ
ス
株
式
会
社
で
は
、
地
区
　
　
念
し
て
、
こ
の
日
正
午
、
白
川
治
　
　
出
む
か
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
出
発

住
民
の
声
に
応
え
る
た
め
バ
ス
路
　
　
一二
郎
村
長
は
じ
め
村
関
係
者
、
市
　
　
の
際
は
、
自
川
村
長
、
工
藤
章
二

郎
観
光
協
会
長
、
高
西
正
憲
卜
＾
．

小
校
長
、
萱
場
重
雄
弘
南
バ
ス
五

所
川
原
営
業
所
長
、
市
浦
中
生
徒

代
表
の
相
坂
泰
史
君
ら
が
テ
ー
フ

カ
ッ
ト
を
し
、
開
通
を
祝

い
ま
し

た
。
ま
た
、
終
点
の
市
浦
農
協
前

で
は
、
市
浦
中
生
徒
や
村
民
多
数

が
出
む
か
え
、
市
浦
中
学
校
の
小

林
善
秀
君
と
工
藤
千
恵
作
さ
ん
か

ら
運
転
手

へ
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
は
じ
め
て
バ
ス
に
乗

車
し
た
人
た
ち
の
間
か
ら
は
、「
十

三
湖
大
橋
か
ら
見
お
ろ
す
景
観
は

雄
大
そ
の
も
の
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
、
パ
ス
路
線
の
開
通
は
観
光

に
も

一
役
買
う
も
の
と
期
待
さ
れ

第
十
六
回
、
脇
元
出
か
せ
ぎ
組

合
の
総
会
が

一
月
八
日
、
脇
元
公

民
館
に
組
合
員
約
二
十
人
を
集
め

て
開
か
れ
ま
し
た
。

「
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
、

出
か
せ
ぎ
者
を
と
り
ま
く
問
題
も

多

い
。
留
守
家
族
と
出
か
せ
ぎ
者

の
連
絡
を
密
に
し
て
、
安
全
で
明

る
い
出
か
せ
ぎ
を
し
よ
う
。」
と
櫛

引
岩
蔵
組
合
長
が
あ

い
さ
つ
を
し

た
あ
と
議
事
に
は
い
り
、
前
年
度

の
事
業
、
決
算
が
報
告
さ
れ
、
新

年
度
の
予
算
、
事
業
計
画
も
全
会

一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
県
出
か

せ
ぎ
協
会

（事
故
見
舞
金
制
度
）

組
合
員
の
連
絡
を
密
に
す
る
。
②

労
働
災
害
の
防
止
と
健
康
管
理
に

つ
と
め
、
安
全
就
労
を
す
る
。
Ｃ

組
合
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
賃

金
不
払

い
、
契
約
違
反
の
防
止
を

図
る
。
Ｃ
就
労
前
の
健
康
診
断
の

実
施
な
ど
。

ま
た
、
村
企
画
室
の
出
か
せ
ぎ

担
当
者
か
ら
は
、
昨
年
二
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
事
故
見
舞
金
制
度

の
状
況
説
明
が
あ
リ
ニ
市
浦
村
の

県
出
稼
協
会

へ
の
加
入
者
は
百
八

十
人
で
、
そ
の
う
ち
四
人
の
方
々

が
負
傷
し
て
見
舞
金
の
給
付
を
受

け
て
い
る
。」
と
報
告
さ
れ
、
万

一

に
備
え
て
の
県
出
稼
協
会

へ
の
加

写真上 :関係者がテープカットをして開通を祝いました

写真下 :終点の農協前では市浦中生徒代表から花束が贈

られました

■運行時刻と料金は次のとおり

料金 ○十三北口 (漁協前)～ 相内
○十二仲町停留所～相内

脇元出稼ぎ組合で総会

明るい出かせぎをしよう

へ
の
加
入
を
強
力

に
促
進
す
る

こ
　
　
人
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

と
を
柱

に
、
Ｃ
一村

と
留
守
家
族
、

事故見舞金制度加入などを決めました



水
中
花
Ｔ
里
己
が
初
優
勝

一　
卜尋度却けニィ″月‐げ”刹っボｄＰ戦（赫鋪嚇畔猜闘輸腱酬〓轟姉翻粋琳結軸餞
（会慨高‐こ一　　一

一
　

チ
ー
ム
の
優
勝
を
も

っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
バ
レ
ー
に
よ

っ
て
心
の
輪
を

ひ
ろ
げ
よ
う
」
を
合

い
言
葉
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
ナ
イ
タ
ー
バ

レ
ー
に
、
今
大
会
は
マ
マ
さ
ん
チ

ー
ム
、
職
場
チ
ー
ム
な
ど
１３
チ
‐

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

予
戦
リ
ー
グ
の
結
果
、
決
勝
ト

の
は
つ
ぎ
の
四
チ
ー
ム
。

全
　
日
　
本
　
　
　
１０
勝
２
敗

水
中
花
（中
高
）
　

９
勝
３
敗

み
ち
の
く
ク
ラ
ブ
　
９
勝
３
敗

相
　
　
　
高
　
　
　
９
勝
３
敗

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
第

一
試

合
、
全
日
本
対
み
ち
の
く
ク
ラ
ブ

は
、
予
戦
の
好
調
を
そ
の
ま
ま
つ

づ
け
た
全
日
本
が
２
対
１
で
勝
ち
、

第
二
試
合
、
水
中
花
対
相
高
は
、

高
校
生
同
志
の
対
決
と
な
り
ま
し

た
が
、
パ
ワ
ー
に
ま
さ
る
中
高
が

２
対
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
決
勝
で
は
、
満
員
の

⑤ 広報しうら

写真上 :強烈|なスパイクに全日本ととかず―。

写真下 :初優勝に輝いた水中花 (中里高)メ ン
バー

観
客
が
声
援
す
る
な
か
、
キ
ャ
リ
　
　
団
体
の
部

ア
に
ま
さ
る
全
日
本
対
現
役
の
強
　
　
　
優
　
勝
　
水
中
花

（中
高
）

み
を
み
せ
る
中
高
が
激
突
、
好
ゲ
　
　
　
一
一　
位
　
全
日
本

―
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
　
　
　
一二
　
位
　
相
　
高

高
が
２
対
０
で
全
日
本
を
下
し
、
　
　
　
敢
関
賞
　
み
ち
の
く
ク
ラ
ブ

初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
特
別
賞

・
全
敗
賞
ア
ク
パ
ー
ズ

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
ク
　

．
プ
ー
ビ
ー
賞
　
パ
ー

特
別
賞

（教
育
長
賞
）
マ
マ
さ

個
人
の
部

最
優
秀
選
手
賞
　
秋
田
谷
靖
浩

（水
中
花
）

ス
パ
イ
ク
賞
　
鎌
田
和
広

（
３３

サ
ー
プ
賞
　
一二
浦
美
智
男

（ダ

ン
プ
リ
）

レ
シ
ー
プ
賞
　
マ
マ
サ

ン
・
ウ

ー
マ
ン
パ
ワ
ー
ズ

ア
ッ
パ
レ
賞
　
成
田
徹

　

（相

チ
ー
ム
の
ガ
ン
賞
　
上
野
潔

（
パ
ー
マ
ン
ズ
）

あ
と
や
る
な
賞
　
大
山
正

一

（
ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー

飲
酒
運
転
″五
難
″

＝止
＝
防一故

一
事＝通一交気

持
ち
が
大
き
く
な
り
、
無

理
を
追

い
越
し
や
割
り
込
み

な
ど
を
平
気
で
す
る
よ
う
に

自
旧
日
Ш

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用

の
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く

周
囲
の
変
化

へ
の
注
意
力
が

鈍
く
な
る
。
そ
の
た
め
前
の

車
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
、

わ
き
か
ら
出
て
く
る
自
動
車

や
歩
行
者
を
見
落

と
す

こ
と

が
多
く
な
る
。

ｌｌｌ
旧
日
□

前
方
の
危
険
に
対
し
て
ブ
レ

ー
キ
を
踏
む
の
に
時
間
が
か

か
り
、
す
ぐ
に
は
止
ま
れ
な

の
判
断
が
鈍
り
、
動
作
が
遅

れ
が
ら
に
な
る
。

自
旧
園
□

小
脳
の
は
た
ら
き
が
低
下
す

る
た
め
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
、

ム
ー
ズ
を
動
作
が
し
に
く
く

上
手
に
運
転
し
て
い
る

と
錯
覚
す
る



昭和54年分

所得の申告受付

申告相談ならびに申告受付は、

下記の日程により行います。該当

者は全員もれなく申告するようお

知らせします。

記

※上記指定期日に都合の悪い方は、

3月 15日 まで役場税政係までお

申告に必要なもの

2.医療費支払明細書 (医療費
控除の対象と思われる場合)

3.社会保険料支払明細書
4.生命保険科掛金領収書
5.国民年金掛金明細書
6。 その他必要と思われる明細

書又は領収書

目税 (所得■)の選付を曇けよう
とする蝙合
出稼たで毎月の給料から税金を
引かれた場合、1年分 (54年 1月
～54年12月 )の税計算をしますと
全部又は、一部が戻ってくること

もあります。

計算のうえ、選付を受およ21
する方は、上記の申告ll亀要な書
類と事業所から交付されそぃる源
泉徴収票を持参してください。
所得の申告をしない場合

54年中において、所得のある方

は3月 15日 まで申告しなければな

らないことになっています。申告

しない方については、所得に関す

るいろいろな資料にもとづき自主

決定することになりますので、ご

了承 ください。

納税証明書の請求 は

早 目に

税務署では、毎年 2月 から3月

にかけて、確定申告や、贈与税の

納税相談事務のため、非常に事務

がふくそうしますから、納税証明

を必要とされる方は、できるだけ

2月 15日 頃までに、又は 4月以降

に請求されるようにご協力をお願

いします。

昭和54年分

所得税確定 申告

の納税相談 日

と き 2月 20日  午前 9時 30分
ところ 市浦村役場

老人保健学級

と き 2月 20日 10:00
ところ 相内児童館
講 演 歴史上の宗教家
諄 師 鳴海金次郎先生
※車を運行することになってい

ますからご利用ください。(後

日連絡します)

広報しうら ⑥

乳児健勝

2月 7日  13:30
市浦村基幹集落センター

53年 6月 ～8月 生まれまで。

i歳 6カ 月児健 D

2月 7日  10:00～ 12:00

市浦村基幹集落センター

生後 2カ 月～ 1歳まで

自賠責・ 任意保 険の

請求相談 に応 じます

交通事故の発生はおびただしぃ

数にのぼり、大きな社会問題にな

っております。

ひとたび事故が発生しますと、

被害者のかたはもちろん、その家

族、時には加害者のかたも苦境に

追いこまれます。

日本損害保険協会青森自動車保

険請求相談センターでは、こうし

た交通事故でお困りのかたたちの

ために、いっさぃ無料で自賠責保

険はもちろん、任意保険、ひき逃

げ事故等についてもご相談に応じ

■ところ 青森市長島 2丁 目10
-7ヤマウビル8階 (自賠責
調査事務所となり)

■相談時間 平日…午前 9時 か
ら午後 4時30分

土曜日…午前 9時

から正午まで。

■その他 お急ぎの時や簡単な
相談は電話でも応じ

ます。電話 (0177)

2月の0しらせ3

き

ろ

象

　

　

き

ろ

象

と

と

対

　

　

と

と

対
・

Ｉ
Ｎ
Ｍ

Ｉ

健

康

相

談

日

妊

婦

指

導

日



⑦ 広報しうら
津軽の先住民族

ａ
可
Ｌ
Ｆ
に
」
Ｆ
‐
‐
‐
　
　
　
鶯
仁

７

海
を
越
え
陸

に
至
る
を
潮
征
法
と
日
ふ
。
刻
を
知
る

も
方
位
を
知
る
も
位
置
知
る
も
北
辰
星

・
日
輪
の
計

（市
浦
村
史
資
料
編
中
巻
よ
り
）

豊

男
子
十
六
歳
に
し
て
移
民

安
東

一
族
に
は
古
来
か
ら
移

民
に
関
す
る
き
ま
り

⌒習
俗
）

が
あ
り
ま
し
た
ｏ
こ
れ
は
津
保

化
族
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
つ
ま
り
、　
一
集
落
の
人

口
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
定
め
ら

れ
た
人
員
が
越
え
た
場
合
男
子

十
六
歳
に
達
し
た
者
が
故
郷
を

島

勝

蔵

捨
て
新
天
地
を
求
め
て
移
住
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
集
落
の
首
長
が

一
族
を
統

治
す
る
た
め
に
は
人
口
を
限
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
ろ

う
し
、
狩
猟
採
集
の
時
代
に
あ

っ
て
は
、
何
よ
り
も
そ
の
限
ら

れ
た
地
域
の
食
物
の
量
と
人
口

数
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

一
族
が
新
天
地
を
求
め
て
そ
の

領
地
を
ひ
ろ
め
、　
一
族
の
繁
栄

を
は
か
ろ
う
と
す
る
目
的
で
も

あ

っ
た
ろ
う
か
。
と
に
か
く
移

民
の
習
俗
は
古
来
か
ら
あ

っ
て
、

安
東
水
軍
時
代
ま
で
継
承
さ
れ

て
来
た
も
の
で
し
ょ
う
。

安
倍
安
東

一
族
の
子
孫
が
、

北
海
道
や
秋
田
、
九
州
、
瀬
戸

内
方
面
と
全
国
に
今
日
繁
栄
し

て
い
る
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
こ

の
移
民
の
き
ま
り
か
ら
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

青
森
県
の
■
の
は
じ
ま
り

さ
き
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま
し

た
が
、
朝
廷
で
鷲
養
老
四
年
■

舌
年
）正
月
に
、渡
島
津
軽
の
津

司
諸
君
鞍
男
ら
六
人
を
遣
わ
し

て
株
鵜
国
の
風
俗
を
視
察
さ
せ

た
と
続
日
本
紀
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。諸
君
鞍
男
と
い
う
人
物
は
、

荒
吐
族
の
津
軽
領
の
族
長
で
安

東
の
こ
と
で
、
朝
廷
か
ら
七
位

上
の
位
を
授
け
ら
れ
た
人
で
す
。

一
族
の
蘇
祢
、
安
珠
、
味
塞
、

慶
溝
、
綿
穿

⌒何
と
読
む
の
か

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
）
と
い
っ

し
ょ
に
、
二
年
が
か
り
で
造
っ

た
大
船
荒
波
吹
嶽
と
い
う
刻
船

に
乗
っ
て
雲
姻
は
る
か
な
株
鵜

国
に
到
着
し
た
と
い
わ
れ
て
い

林
鵜
国
と
い
う
の
は
松
花
江

黒
竜
江
の
沿
岸
に
あ
る
国
、
す

な
わ
ち
中
国
の
東
北
部
か
ら
沿

海
州
方
面
に
居
を
占
め
て
い
た

種
族
の
名
前
か
ら
出
た
国
名
で
、

日
代
で
は
粛
慎
、
漢
代
担
婁
、

南
北
朝
時
代
に
な
っ
て
株
掲
を

名
乗
っ
た
国
で
す
。
た
い
へ
ん

な
航
海
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。彼
の
国
に
渡
っ
た

一
行
を
驚

ろ
か
し
た
の
は
、
株
掲
国
の
人

々
が
馬
に
乗
っ
て
駆
る
姿
で
し

た
。
馬
術
の
巧
妙
さ
に
び
っ
く

り
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

帰
国
に
際
し
て
馬
六
頭
を
贈
ら

れ
て
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
の

は
当
然
で
す
。
ま
た
、
種
物
、

大
豆
、
小
豆
、
十
等
も
項
戴
し
、

農
作
の
方
法
も
習
得
し
て
、
ふ

た
た
び
十
二
湊
に
帰

っ
て
来
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

海
外
交
易
の
始
ま
り
で
、
再
来

十
三
湊
と
株
櫛
国
と
の
海
交
が

盛
ん
と
な
り
、
株
鴨
国
の
首
長

部
誉
起
賑
が
馬
を
積
ん
で
津
軽

に
来
、
津
軽
海
辺
の
広
野
は
も

ち
ろ
ん
、
構
部

⌒南
部
地
方
）

宇
曽
利

（下
北
半
島
）
に
放
牧

し
て
、
本
県
馬
産
の
起
因
を
な

し
た
わ
け
で
す
。

安
東
に
市
場
村
を
造
ろ

天
仁
二
年

⌒
〓
究
年
）
支
那

国
帝
徹
宗
の
許
し
を
得
て
、
安

東

一
族
男
女
三
十
六
人
が
、
大

韓
国
に
安
東
領
を
開
く
た
め
に

渡
航
し
ま
し
た
。
安
東
と
は
現

在
の
西
安
平
で
鴨
緑
江
の
北
に

位
し
て
い
ま
す
。

寿
永
元
年

（
〓
全
年
）
安
東

貞
季
の
時
代
に
安
東
村
が
貿
易

の
中
心
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
十
三

・
湊

よ
り
の
移
民
が
三
百
人
も
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
支

那
、
朝
鮮
と
の
文
化
の
交
流
が

盛
大
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

津
軽
の
こ
と
わ
ざ
　
Ｇ

あ

の
部

開
い
だ
ロ
ア
ふ
た
が
ら
ネ
　
ひ

物
言
え
ぬ
と
い
う
意
。

開
い
だ
ロ
サ
牡
丹
餅
　
努
力
し

な
い
の
に
よ
い
事
が
あ

っ
た
と
い

う
意
。

相
返
答
　
相
手
の
言
う
こ
と
に

一
々
返
事
を
返
す
こ
と
。

北
風
の
朝
鳳
、
南
ユ
の
夜
ュ

北
風
は
朝
に
な
っ
て
止
み
、
南
風

は
夜
に
止
む
と
い
う
。

青
日
と
赤
子
は
ほ
め
ら
れ
ネ

稲
も
人
間
も
成
長
し
な
い
う
ち
は

価
値
が
わ
か
ら
な

い
。

青
菜
サ
塩
　
菜

っ
葉
に
塩
を
か

ま
な
く
し
ょ
げ
て
い
る
こ
と
。

赤
の
他
人
　
全
く
関
係
の
な
い

人
の
こ
と
。

秋
茄
子
は
嫁
に
食
せ
ナ
　
秋
な

す
び
は
味
が
よ
い
か
ら
嫁
に
食
わ

せ
る
に
は
勿
体
な
い
と
の
意
。
嫁

は
家
族
の
中
の
た
だ

一
人
の
他
人
。

あ
ぐ
ら
偏
サ
台
鍋
　
ア
ズ

マ
シ

イ
と
い
う
意
。
最
も
ア
ズ

マ
シ
イ

の
は
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
台
鍋
を

つ
つ
く
こ
と
で
あ
る
と
い
う
、
文

字
の
偏
、
つ
く
り
に
た
と
え
た
シ

（佐
々
木
達
司
編

。
新
版
津
軽

の
こ
と
わ
ざ
辞
典
か
ら
）
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青
森
県
内
各
市
町
村
の
今
年
度

の
抱
負
を
み
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
関
連
し
た
も
の
が
か
な
り
あ

元
来
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

は
、
住
民
主
導
型
で
な
け
れ
ば
本

当
の
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

も
な

い
し
、
そ
の
活
動
に
積
極
的

な
と
り
組
み
も
し
な

い
だ
ろ
う
し

長
続
き
も
し
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
点
で
、
各
市
町
村
で

も
こ
の
種
の
運
動
な
り
活
動
な
り

が
活
発
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
行

政
側
と
し
て
も
側
面
か
ら
援
助
す

る
体
勢
づ
く
り
を
始
め
た
現
わ
れ

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

県
内
各
地
の
活
動
組
織
を
み
る

と
、
青
年
団
や
婦
人
会
な
ど
の
団

体
を
母
体
と
し
た
活
動
、
又
は
、

町
内
会
の
活
動
の
中
に
位
置
づ
け

を
し
て
活
動
し
て
い
る
の
が
殆
ん

ど
で
あ
る
。

や
は
り
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
も

っ
と
住
み
や
す

く
す
る
た
め
、
み
ん
な
が
そ
の
気

に
な
り
、　
一
人

一
人
が
立
ち
上
が

り
、
と
な
り
同
志
お
互

い
に
力
を

合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
決
し

て
成
果
は
あ
が
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
現
在
の
自

分
た
ち
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
そ

の
跡
を
引
き
継

い
で
、
更
に
更
に

す
ば
ら
し
い
村
づ
く
り
を
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
子

ど
も
た
ち
を
、
す
ば
ら
し
い
環
境

（す
ば
ら
し
い
村
）
の
下
で
育
て

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
を

「
い
い
子
」
に
し

よ
う
と
思

っ
た
ら
、
ま
ず

「
い
い

環
境
」
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が

「わ
た
し
た
ち

の
村
」
と
他
に
誇
れ
る
村
づ
く
り

の
土
台
を

つ
く
る
の
が
、
わ
た
し

た
ち
大
人
の
義
務
で
あ
り
責
任
で

あ
る
と
思
う
し
、
市
浦
村
の
現
状

を
み
る
に
つ
け
、
そ
れ
は
当
然
の

こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

20歳のみなさん

国民年金に加入しよう

2口歳

―
餃
郡

―

新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
を
目
指
し
て

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

二
十
歳
の
み
な
さ
ん
、
成
人
お

め
で
と
す
。
今
日
か
ら
、
晴
れ
て

お
と
な
の
仲
間
入
り
―
―
あ
な
た

は
い
ま
、　
一
人
の
社
会
人
と
し
て

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
の
で

選
挙
権
を
行
使
で
き
る
ほ
か
、

財
産
上
の
取
引
も
自
分
の
意
思
で

で
き
る
な
ど
法
律
上
、　
一
人
前
の

お
と
な
と
し
て
の
扱

い
を
受
け
る

と
同
時
に
、
国
民
年
金
に
も
加
入

で
き
る
よ
う
に

い
ま
成
人
式

を
迎
え
た
ば
か

り
の
あ
な
た
に

と

っ
て
、
老
後

の
生
活
―
―
。

年
金
な
ど
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま

だ
遠

い
先
の
話
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
だ
れ
も
年

を
と
り
ま
す
。
老
後
の
生
活
設
計

は
、
若
い
う
ち
か
ら
考
え
て
お
く

の
が
賢
明
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

二
十
歳
に
な

っ
た
の
を
機
会
に
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

自
営
業
や
自
由
業
の
人
あ
る
い

は
家
事
手
伝

い
の
人
な
ど
は
、
必

ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

昼
間
部
の
学
生
さ
ん
や
他
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
奥
さ
ん
は
、

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
制
度
な
ど
職

場
で
加
入
す
る
他
の
公
的
年
金
に

入

っ
て
い
る
人
は
、
国
民
年
金
に

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
で
老
後
を
よ
り
豊
か

な
も
の
に
―
―
保
険
料
は

一
か
月

二
千
三
百
円

⌒四
月
か
ら
三
千
七

百
七
十
円
）
で
す
。

相坂 睦夫さん長女 (十二)
静代ちやん (11カ月)

お母ちやん、スウーちゃんの

洋服買い :ヒ行ったので、おばあ

ちやんと一緒に遊んでいたの
`′

スタTト

詢

お
壁

佐
藤
　
貴
子

（相
内
）
秀

吉
田
　
恵
美

（相
内
）
重

佐
藤
　
洋
二

（相
内
）
秀

三
橋
　
豊
彦

（十
三
）
正

（舞解三織は
一計

（紳鵜　海難
一青

（枷卸原隋４
一躍

（は観　敵椒
一い

（剛帥　轍辞
一幽

（館淋　陣鶴
一螂

（酵田
眸韓
一椰

∩

剛

∪

佐
々
木
キ
ヱ

（磯
松
）

藤
田
　
ヒ
デ

（磯
松
）

斎
藤
　
啓
三

（脇
元
）

小
寺
市
五
郎

（脇
元
）

櫛
引
　
博
士

（
脇
元
）
松
　
美

大
性
　
文
香

（相
内
）
多
喜
雄

福
島
　
俊
之

（十
三
）
信
　
男

山
田
　
香
織

（脇
元
）
泰
　
男

佐
藤
　
浩
子

⌒相
内
）
国
　
雄

覗

信

（綱良罐り書
一轟　印一 幸 昭 夫 幸

三 内 知 内 元 元 元 里 内 上 北 三 島 三

佐
藤
仁
二
郎

（相
内
）

和
嶋
　
き
ね

⌒磯
松
）

７５
歳

６８
歳

８０
歳

７９
歳

７３
歳

８２
歳


